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図1 最適化を行ったAM ラジオの回路図（非反転増幅回路）[2]を加工

 図1（非反転増幅回路）で性能評価した結果を表1に示した[2]。同様に、図2（反転増幅回路）で性能評価した結果を表2に示した[3]。結果としては、
非反転増幅回路、反転増幅回路ともに発振が抑制され、出力波形が安定し、明瞭度QRK も向上した[3]。図3～5は非反転増幅回路を用いた図1のラ
ジオにおけるイヤホンジャックに出力する部分の電圧波形である[2]。また、図6～8は反転増幅回路を用いた図2のラジオにおけるイヤホンジャックに
出力する部分の電圧波形である[3]。図の黄色は出力信号の波形、桃色はファンクションジェネレータから入力した矩形波の波形である[3]。

ラジオの製作は高等学校学習指導要領解説にて記載されている。

表2 最適化前後のラジオがNHKラジオ第一放送を聴取した際
(2026/02/03 10:00)の性能評価結果[3]

表1 最適化前後のラジオがNHKラジオ第一放送を聴取した際
(2026/01/26 19:45)の性能評価結果[2]

 昨年、オペアンプのディスエーブル機能に着目し、ダイレクトコンバージョン方式による簡単なラジオが発表された[1]。ダイレクトコンバージョン方式

は、三角関数の積和の公式を使って、復調の原理を数式で理解することができる。その後、発振を抑え、明瞭度を向上させるために、コンデンサと抵
抗を挿入した [2],[3]。
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 図1、図2の回路をブレットボード上に組み、イヤホンジャックには、クリスタル・イヤホンやセラミック・イヤホンではなく、Bluetooth 発信器（C28 
Wireless TRANSMITTER ＆RECEIVER、 YaizK Bluetoot用）あるいは Bluetooth 送受信機（TR-01 ライソン株式会社、製品コード KABT-002B）を接続
し、近くに置いた Bluetooth スピーカー（LBS0003、輸入・販売元：株式会社ラティーノ、お問い合わせ先：エコラ事業部）から音声を得た。

図2 最適化を行ったAM ラジオの回路図（反転増幅回路）[3]を加工
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市販の汎用 IC による原理の簡単なラジオの製作
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